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デザイナー・ベビーとは 

ゲノム編集とは 

世界初のゲノム編集による双子誕生 
ゲノム編集は、いいことばかりか 

「ヒトゲノム編集に関する国際サミット」の提言 

おわりに 
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編集後記 
★「経過観察」は、れっきとした治療法のひとつだが、それを知っている患者や市民がどれほどい

るだろう★筆者は、十数年前に肺MAC 症を発症した。主治医は、薬物療法と経過観察とがあるこ

と、薬剤で改善するのは７割くらい、再発率が３割くらいと教えてくれた。なあんだ、効果は半分

か★何かと害反応（副作用）が出やすい体質なので迷わず経過観察をお願いした。時折、新薬が出

たとか、保険適応になったとか、主治医はそれとなく言ってはいたが無理強いはしなかった。10 年
くらい経過して、菌叢（きんそう）が石灰化し治癒した。一切薬剤なしでの治癒である★経過観察

という治療法もあること自体を、医師は患者に告げずに薬剤を処方し、患者は医師に何も疑問をぶ

つけずに受け入れるという医療がまかり通っているのではないだろうか★患者にとって、主治医に

自分の治療法をあれこれ問うのは「勇気のいること」ではある。しかし、患者が働きかけないと、

医師は漫然と「ガイドライン」通りの治療をするだけかもしれない。（さ） 


